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喜
多
院
御
室
守
覚
法
親
王
の
口
頭
語
資
料

-
　
随
心
院
蔵
野
決
紗
の
仮
名
交
じ
り
表
記
の
文
章
を
中
心
に

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
鎌
倉
時
代
語
、
守
覚
、
野
決
紗
、
問
答
体
、
口
頭
語

要
　
　
旨

本
稿
は
、
院
政
期
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
仁
和
寺
を
中
心
と
し
て
、

多
く
の
撰
述
書
を
今
に
残
し
、
文
化
的
な
活
動
が
著
し
か
っ
た
守
覚
法

親
王
の
著
作
の
内
、
随
心
院
武
野
決
紗
を
主
た
る
資
料
と
し
て
取
り
上

げ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
野
決
砂
は
、
醍
醐
寺
勝
賢
と
の
諸
尊
法
に

関
す
る
問
答
を
記
し
た
資
料
で
、
当
時
の
他
の
現
存
資
料
か
ら
は
、
一

般
的
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
漢
字
・
片
仮
名
・
平
仮
名
・
万
葉
仮
名
交

じ
り
文
で
書
記
さ
れ
た
文
章
を
持
つ
。
勝
賢
の
「
答
」
　
の
言
語
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
主
と
し
て
守
覚
の
「
間
」
を
対
象
に
、
野
決
妙
に
書
記

さ
れ
た
日
本
語
の
特
性
を
検
討
し
た
。

検
討
の
結
果
、
守
覚
の
「
問
」
の
文
章
は
、
厳
密
に
は
書
記
言
語
で

は
あ
る
が
、
守
覚
の
意
識
と
し
て
は
、
自
身
の
口
頭
語
を
記
し
た
と
認

め
ら
れ
る
資
料
で
、
そ
の
た
め
に
採
用
し
た
表
記
体
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
言
語
の
内
実
も
、
当
時
の
口
頭
語
を
書
記
し
た
資
料
と
見
て

矛
盾
が
な
く
、
当
時
の
口
頭
語
の
範
疇
の
再
検
討
、
個
々
人
に
よ
る
言

松
　
　
本
　
　
光
　
　
隆

語
体
系
差
な
ど
、
極
め
て
重
要
な
課
題
を
提
供
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

は
じ
め
に

野
決
抄
十
二
巻
は
、
喜
多
院
御
室
守
党
(
久
安
六
年
(
一
一
五
〇
)
　
～
建

仁
二
年
(
一
二
〇
二
)
)
に
よ
る
類
集
の
書
で
あ
る
。
守
覚
が
、
諸
尊
法
に
関

す
る
不
審
の
条
々
を
勝
賢
に
提
し
、
そ
の
返
答
と
し
て
、
勝
賢
が
口
伝
等
を

注
1

委
細
に
記
し
て
守
覚
に
献
じ
た
も
の
と
も
さ
れ
る
。

京
都
小
野
随
心
院
に
は
、
そ
の
経
蔵
に
、
第
五
十
七
函
第
1
号
か
ら
第
6

号
と
し
て
、
「
野
決
(
集
)
」
(
外
題
)
六
巻
を
蔵
す
る
。
書
誌
等
は
、
次
節

の
通
り
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
作
法
書
た
る
諸
尊
法
の
本
体
が
本
文
と

し
て
は
見
え
ず
、
不
審
の
条
々
と
そ
の
不
審
に
対
す
る
回
答
た
る
文
章
の
構

注
2

成
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
五
巻
と
諸
尊
法
た
る
「
北
斗
」
一
巻
で
あ
る
。

本
資
料
の
特
徴
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
野
決
五
巻
の
本
文
の
仕
立
て
ら

れ
方
で
あ
る
。
五
巻
の
表
記
体
は
、
整
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
漢
文
主

体
の
部
分
に
、
片
仮
名
右
寄
せ
小
書
き
の
例
が
極
め
て
抱
に
交
じ
る
も
の
も
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あ
れ
ば
、
平
仮
名
と
片
仮
名
と
万
葉
仮
名
と
が
共
に
使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
、

或
は
、
片
仮
名
や
平
仮
名
も
、
小
書
き
の
も
の
と
、
大
字
の
も
の
と
が
存
す

る
文
な
ど
、
内
実
は
交
雑
し
て
区
々
で
、
範
疇
と
し
て
の
表
記
体
の
区
分
が

極
め
て
難
し
い
。
漢
字
、
片
仮
名
、
平
仮
名
、
万
葉
仮
名
が
渾
然
と
し
て
現

れ
て
い
る
資
料
体
で
、
こ
う
し
た
資
料
が
、
鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
、
伝
え
ら

れ
た
の
も
事
実
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
か
か
る
資
料
に
は
、
平
安
時
代
と
は
異

な
っ
た
日
本
語
の
問
題
が
存
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
随
心
院
蔵
野

決
紗
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
論
じ
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ

る
。

一
、
随
心
院
蔵
野
決
紗
に
つ
い
て

本
稿
の
主
た
る
検
討
対
象
資
料
と
す
る
随
心
院
蔵
の
「
野
決
」
は
、
巻
子

本
で
、
残
存
六
巻
を
包
紙
に
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
料
紙
表
面
に
は
、

塁
界
(
六
巻
と
も
に
、
天
二
条
、
地
一
条
の
界
線
が
施
さ
れ
、
類
同
的
で
あ
る
)

が
施
さ
れ
て
本
文
が
書
か
れ
、
紙
背
に
は
、
注
記
の
書
人
が
存
す
る
。
こ
の

上
ハ
巻
と
は
、
野
決
の
巻
第
一
二
二
・
四
・
五
・
七
の
五
巻
と
、
第
6
号
の
「
北

斗
」
　
に
始
ま
る
巻
と
で
あ
る
。
こ
の
第
6
号
は
他
の
五
巻
と
は
様
相
を
異
に

し
、
内
容
は
、
諸
尊
法
た
る
北
斗
法
そ
の
も
の
で
、
他
の
五
巻
と
は
異
な
っ

た
表
記
の
体
裁
、
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
第
6
号
は
、
外
題

に
は
「
野
決
」
と
あ
り
、
ま
た
、
他
五
巻
の
表
紙
外
題
に
も
「
野
決
(
集
)
」

と
あ
っ
て
、
六
巻
は
、
一
具
の
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
六
巻
の
資
料
を
一
括
し
た
包
紙
に
は
、
新
し
い
筆
で
「
野
決
集
守
壁

/
暦
應
二
年
(
三
三
九
)
宕
本
/
貴
重
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
に
は
、

奥
書
が
存
し
て
、
伝
来
が
知
れ
る
。
野
決
砂
巻
第
一
二
二
・
四
・
五
・
七
の

巻
は
、
正
安
三
年
二
三
〇
一
)
～
翌
同
四
年
に
掛
け
て
、
醍
醐
寺
の
松
橋

殿
(
俊
誉
の
謂
い
で
あ
ろ
う
か
)
自
筆
本
を
元
に
、
最
珠
が
書
写
し
、
そ
の
本

を
、
徳
治
二
年
(
一
三
〇
七
)
に
興
善
寺
に
お
い
て
慶
円
が
写
し
た
も
の
を
、

更
に
、
正
和
四
年
(
一
三
一
五
)
　
に
、
同
じ
く
興
着
寺
に
お
い
て
定
泉
が
書

写
し
て
、
暦
応
元
年
(
三
≡
八
)
二
一
年
に
、
西
大
寺
に
お
い
て
実
如
が
写

し
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
「
北
斗
」
に
始
ま
る
第
6
号
に
は
、
本
巻
の

伝
承
の
経
緯
が
、
他
の
五
巻
よ
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
北
斗
」

の
奥
書
は
、
古
く
は
、
憲
探
に
遡
り
、
正
嘉
二
年
(
一
二
五
八
)
　
に
、
醍
醐

(
饗
カ
)

寺
報
恩
院
に
て
「
俊
-
」
が
書
写
し
、
伝
授
を
受
け
(
師
は
憲
決
で
あ
ろ
う
)
、

正
安
元
年
(
一
二
九
九
)
　
に
醍
醐
寺
松
橋
殿
の
自
筆
本
を
、
右
の
巻
々
に
も

現
れ
て
い
る
最
珠
が
写
し
、
徳
治
二
年
(
一
三
〇
七
)
慶
円
が
書
写
し
て
、

延
慶
三
年
(
一
三
一
〇
)
　
に
は
、
定
泉
が
書
写
し
て
い
る
。
先
の
野
決
妙
の

奥
書
に
は
現
れ
な
い
が
、
文
保
元
年
(
一
三
一
七
)
　
に
は
、
英
心
が
書
写
し

た
本
を
底
本
と
し
て
、
暦
応
三
年
二
三
四
〇
)
に
突
如
が
書
写
し
た
の
が
「
北

斗
」
　
で
あ
る
。
こ
の
　
「
北
斗
」
奥
書
は
、
野
決
砂
五
巻
の
奥
書
と
比
べ
る
と
、

書
写
者
あ
る
い
は
、
受
者
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
年
代
的
に
少
々
の
ず
れ
が

あ
る
。
各
巻
の
奥
書
か
ら
は
、
野
決
紗
の
書
写
の
纏
ま
り
の
期
間
か
ら
、
多

く
は
先
行
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
野
決
紗
の
五
巻
と
、
「
北
斗
」

の
一
巻
と
は
、
別
々
の
纏
ま
り
で
仕
立
て
ら
れ
、
伝
受
が
あ
っ
た
と
見
て
良

い
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
六
巻
の
内
実
は
、
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
と
し
て
も
、

一
具
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
存
の
六
巻
は
、
体
裁

上
、
通
う
所
が
あ
っ
て
、
界
線
の
施
し
方
の
類
同
性
の
他
に
、
端
裏
書
も
通
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ず
る
。

(
野
決
巻
第
一
)
「
一
交
了
白
表
無
外
題
」
・
(
野
決
巻
第
三
)
「
自
表
之

外
題
ナ
シ
一
交
了
」
・
(
野
決
巻
第
四
)
　
へ
端
書
不
見
〉
・
(
野
決
巻
第
五
)

「
外
題
□
□
白
表
紙
□
」
・
(
野
決
巻
第
七
)
　
「
一
交
丁
目
表
紙
無
外
題
」

右
の
野
決
の
端
裏
書
は
、
同
筆
で
あ
り
、
暦
應
元
二
一
年
か
ら
、
極
端
に
降
っ

て
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
無
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
「
北
斗
」
に
も
、

端
裏
に
「
交
了
」
と
あ
る
が
、
右
と
同
筆
の
書
人
と
認
め
ら
れ
る
。
先
の
奥

書
を
辿
る
限
り
、
十
四
世
紀
前
半
に
お
け
る
小
野
流
で
の
伝
授
の
様
態
が
伺

え
、
諸
尊
法
で
あ
る
「
北
斗
」
　
の
伝
授
と
、
尊
法
に
関
す
る
守
党
の
「
問
」

と
勝
賢
の
　
「
答
」
と
の
類
朱
で
あ
る
野
決
紗
と
は
、
連
動
す
る
も
の
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
両
書
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
蓋
然
性
が
高

い
と
言
え
よ
う
が
、
奥
書
か
ら
実
証
的
に
帰
納
整
理
さ
れ
、
有
る
程
度
の
体

系
的
な
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
資
料
に
よ
っ
て
、
野
決

紗
や
「
北
斗
」
が
作
ら
れ
た
守
覚
法
親
王
の
時
代
か
ら
、
以
降
、
小
野
流
に

お
い
て
、
脈
々
と
野
決
妙
や
「
北
斗
」
を
使
用
し
た
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
跡
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

約
百
年
の
流
伝
の
間
に
、
言
語
資
料
と
し
て
の
質
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の

か
な
ど
の
課
題
が
存
す
る
が
、
そ
の
問
題
と
は
別
に
、
随
心
院
蔵
「
野
決
」

六
巻
が
、
言
語
資
料
と
し
て
の
重
要
性
を
評
価
さ
れ
る
の
は
、
小
野
流
の
実

際
の
伝
授
に
使
用
さ
れ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
野

決
妙
や
「
北
斗
」
が
、
実
際
の
伝
授
に
使
用
さ
れ
脈
々
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
言
語
と
し
て
表
現
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
宗
教
的
に
も
、
日
本
語
史
料
と
し
て
も
、
後
世
へ
の
影
響
が
少
な

く
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
端
折
っ
て
、
租
っ
ぼ
く
言
え
ば
、

言
語
表
現
の
場
で
の
使
用
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
真
一
一
皇
ボ
小
野
流
の

言
語
変
化
に
参
与
す
る
機
会
の
多
か
っ
た
資
料
の
一
代
表
で
あ
る
と
評
価
で

き
る
資
料
で
あ
る
。

二
、
仁
和
寺
蔵
野
決
紗
に
つ
い
て
1
成
立
当
時
の
野
決
紗
の
姿
-

御
室
仁
和
寺
の
御
経
蔵
に
は
、
第
一
一
八
函
第
一
二
号
と
し
て
、
心
蓮
院

本
の
野
決
砂
十
二
帖
(
完
本
)
を
納
め
る
。
こ
の
野
決
紗
に
は
、
巻
第
十
二

の
末
尾
に
、
「
守
覚
の
記
」
を
引
用
し
て
、

1
、
御
本
記
云
/

全
部
十
二
ケ
巻
皆
予
書
不
審
/
賜
醍
醐
勝
賢
僧
正
々
々
委
被
注

付
/
措
彼
目
元
所
知
強
雉
不
及
其
蒙
鵠
/
問
僧
正
説
今
更
替

(
右
傍
縞
入
)

疑
所
柄
尋
也
/
文
能
甚
以
見
苦
一
切
[
不
可
]
披
露
若
有
問
輩

/
以
詞
可
答
背
此
命
之
門
弟
本
尊
/
大
師
速
加
冥
罰
而
巳
/

沙
門
守
党

と
あ
っ
て
、
野
決
紗
の
成
立
事
情
を
伝
え
て
い
る
。
仁
和
寺
蔵
野
決
紗
に
は
、

各
巻
に
、

(
第
二
奥
書
)

「
文
永
十
二
年
(
一
二
七
五
)
正
月
九
日
/
授
頼
助
法
印
早
　
沙
門
法
-
」

(
笥
菖
抹
消
)

(
貼
紙
)
　
本
云
/
正
和
元
年
(
一
三
一
二
)
五
月
一
日
於
[
[
]
]
/
書

(
指
消
)

寓
了
　
即
交
合
了
/
金
剛
傭
[
□
]
　
(
以
上
本
奥
書
)

(
事
轟
托
消
)
　
　
(
髄
舞
抹
消
)

元
亨
元
年
(
三
三
こ
三
月
廿
八
日
　
[
□
]
　
/
[
□
]
書
寓
了(

場
吉
抹
消
)

[[〓]]
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な
ど
の
如
く
の
奥
書
が
存
す
る
。
十
二
帖
の
全
て
の
巻
の
末
尾
に
、
延
慶
元

年
ま
た
は
正
和
元
年
二
一
年
の
本
奥
書
と
、
元
亨
元
年
の
書
写
奥
書
が
存
し

て
い
る
。
第
十
二
の
末
尾
に
は
、
先
の
守
覚
の
記
と
正
和
二
年
書
写
本
奥
書
・

元
亨
元
年
書
写
奥
書
と
の
間
に
、

本
ハ
巻
物
十
二
巻
也
今
私
草
子
二
用
云
〝

の
一
行
が
あ
る
。
仁
和
寺
本
の
現
装
は
、
粘
菓
装
で
あ
る
が
、
元
来
は
巻
子

本
で
あ
っ
た
事
情
を
物
語
る
。
随
心
院
蔵
野
決
砂
と
比
較
す
る
と
、
本
来
、

巻
物
の
紙
背
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
注
記
を
、
枯
葉
装
本
の
本
行
に
移
し
て
書

か
れ
た
部
分
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
仁
和
寺
蔵
野
決
紗
巻
第
一
の
末
尾

部
分
を
例
に
採
る
と
、
本
文
に
は
、

2
、
用
金
剛
サ
タ
讃
事
悌
限
ハ
即
金
剛
/
サ
タ
之
所
反
故
也
讃
ハ
常
讃

也

の
　
「
間
」4

、

の
表
記
に
、

一
散
念
諦
ノ
大
日
些
一
一
首
戒
欺
金
剛
欺
/
両
界
共
可
満
欺

、
正
念
詞
に
も
大
法
二
就
ニ
ハ
先
謂
大
日
眞
言
次
/
請
本
尊
冗
而
其
大

裏
書
云

金
剤
サ
タ
也

瑜
祇
経
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
金
剛
/
手
反
悌
限
ト
ア
リ
金
剛
サ

タ

マ

7

タ
ノ
入
　
悌
/
眼
ノ
三
摩
地
ナ
リ

と
あ
る
が
、
随
心
院
蔵
本
は
、
巻
子
本
で
、
巻
第
一
に
は
、

2
、
用
金
剛
薩
睡
讃
事
悌
眼
即
金
剛
薩
壇
/
之
所
反
故
也
讃
ハ
常
讃
也

二
会
刈
サ
タ
也

(
紙
背
)
「
瑜
祇
経
金
剛
吉
祥
大
成
就
品
金
剛
手
反
悌
眼
ト
ア
リ
金
/
剛

タ

マ

7

薩
睡
ノ
入
　
悌
限
ノ
三
摩
地
ナ
リ
」

と
あ
っ
て
、
随
心
院
蔵
本
の
如
く
、
本
来
、
紙
背
に
書
入
ら
れ
て
い
た
注
記

を
、
仁
和
寺
蔵
本
系
本
文
が
粘
葉
装
に
改
め
た
際
に
、
「
裏
書
云
」
と
注
し
て
、

本
文
中
に
引
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
随
心
院
蔵
本
が
、
古
態
を
伝
え
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
随
心
院
蔵
巻
第
一
を
例
に
採
る
と
、
守
覚

日
モ
両
界
之
間
可
満
何
/
眞
言
乎
又
御
流
村
田
吋
パ
大
法
付
ク
時
も

/
正
念
に
は
本
尊
眞
言
許
相
可
無
満
大
日
眞
/
言
欺
如
何
(
随
心
院

蔵
本
)

の
如
く
、
漢
字
・
片
仮
名
・
平
仮
名
交
じ
り
文
の
表
記
法
を
と
る
も
の
が
多

い
が
、
仁
和
寺
蔵
本
で
は
、
同
文
箇
所
を
、

ノ

5
、
一
散
念
踊
大
日
些
一
一
m
台
蔵
欺
金
剛
欺
/
両
界
共
可
満
欺
正
念
諦
ニ

モ
大
法
二
就
ニ
ハ
/
先
謂
大
目
眞
言
次
謡
本
尊
冗
而
/
其
大
日
モ
両

界
之
間
可
満
何
眞
言
/
哉
又
御
流
刃
H
l
司
パ
大
法
二
付
ク
時
モ
正
念

/
誠
二
ハ
本
尊
畢
一
一
一
口
許
こ
テ
無
蒲
大
日
/
眞
言
欺
如
何
(
仁
和
寺
蔵

本
)

と
表
記
し
て
、
片
仮
名
交
じ
り
文
と
す
る
。
本
行
大
字
に
も
随
心
院
蔵
本
に

お
い
て
平
仮
名
表
記
個
所
を
、
仁
和
寺
蔵
本
で
は
片
仮
名
と
し
て
い
る
例
が

あ
る
。
ま
た
、

6
、
大
兄
裏
ホ
注
之
功
能
尤
甚
探
也
(
随
心
院
蔵
巻
第
一
)

7
、
大
兄
真
二
注
之
功
能
尤
甚
深
也
(
仁
和
寺
蔵
巻
第
一
)

の
如
く
、
随
心
院
蔵
本
に
万
葉
仮
名
が
使
わ
れ
る
所
を
、
仁
和
寺
蔵
本
で
は
、

片
仮
名
と
し
た
例
も
確
認
で
き
る
。
か
か
る
現
象
は
、
仁
和
寺
蔵
本
が
、
伝

え
ら
れ
て
い
た
本
文
の
体
裁
を
、
片
仮
名
を
使
っ
て
改
め
た
と
考
え
る
の
が

穏
当
で
あ
ろ
う
。

随
心
院
蔵
本
と
仁
和
寺
蔵
本
と
の
違
い
は
、
右
の
み
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
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巻
第
一
は
、
随
心
院
蔵
本
に
お
い
て
は
、
例
2
に
掲
げ
た
部
分
が
、
本
文
末

尾
で
巻
第
一
が
終
わ
り
、
そ
の
後
に
奥
書
を
載
せ
る
。
し
か
し
、
仁
和
寺
蔵

本
で
は
、
例
2
に
掲
げ
た
も
の
が
、
巻
第
一
の
末
尾
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
、

「
悌
眼
小
児
」
に
関
す
る
一
条
の
問
答
が
付
加
さ
れ
る
。
即
ち
、
仁
和
寺
蔵

本
に
は
、
随
心
院
蔵
本
に
な
い
一
条
の
独
自
の
異
文
が
存
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
仁
和
寺
蔵
本
で
の
独
自
異
文
も
、
仁
和
寺
蔵
本
系
に
お
け
る
本
文
の
増

補
と
解
す
れ
ば
、
先
に
触
れ
た
紙
背
の
注
記
、
仮
名
表
記
の
改
変
に
通
じ
て
、

仁
和
寺
蔵
本
に
お
け
る
同
様
の
方
向
性
の
営
為
と
し
て
理
解
し
や
す
い
で
あ

ろ
う
。
何
時
の
段
階
で
の
変
更
で
あ
る
か
は
、
種
々
の
場
合
が
想
定
で
き
る

の
で
あ
っ
て
、
守
覚
自
身
の
改
訂
か
も
知
れ
な
い
し
、
守
覚
後
の
伝
承
の
過

程
で
改
編
が
加
え
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
増
補
さ
れ
た
と
思
し
き

守
覚
の
「
問
」
と
勝
賢
の
「
答
」
　
の
組
み
合
わ
せ
一
条
で
あ
る
と
見
て
矛
盾

が
な
い
の
で
、
守
覚
自
身
に
よ
る
増
補
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な

い
。
こ
の
変
更
時
期
、
改
変
の
営
為
の
具
体
的
実
証
に
は
、
多
く
の
野
決
紗

の
伝
本
を
調
査
し
て
結
論
す
べ
き
で
あ
る
が
、
稿
者
に
は
、
そ
の
用
意
が
調
っ

て
い
な
い
。

以
上
と
は
逆
に
、
随
心
院
蔵
野
決
紗
本
文
と
仁
和
寺
蔵
野
決
紗
本
文
と
の

類
同
性
か
ら
、
原
態
の
本
文
の
様
相
が
推
定
さ
れ
る
面
が
あ
る
。
右
に
は
、

両
資
料
の
異
同
か
ら
、
仁
和
寺
蔵
本
が
、
改
変
増
補
系
の
本
文
を
持
つ
も
の

で
あ
ろ
う
と
の
推
定
に
達
し
た
。
.
仁
和
寺
蔵
本
奥
書
に
は
、
書
写
の
場
所
、

関
係
僧
侶
名
が
、
墨
書
に
て
抹
消
さ
れ
、
手
掛
か
り
に
乏
し
い
が
、
現
蔵
が

仁
和
寺
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
仁
和
寺
「
心
蓮
院
」
の
書
き
入
れ
が
表
紙
に

あ
っ
て
、
心
蓮
院
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
真
言
宗
も
広

沢
流
に
伝
承
さ
れ
た
系
統
の
本
文
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
随
心
院

蔵
本
系
の
流
伝
は
、
「
山
城
興
善
寺
」
が
未
勘
で
あ
る
が
、
醍
醐
寺
に
発
し
て
、

西
大
寺
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
仁
和
寺
蔵
本
と
は
、
そ
の
伝
承
経
路
を
大

い
に
異
に
す
る
。
伝
承
経
路
を
異
に
す
る
両
本
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
は
次

の
よ
う
な
共
通
事
象
が
指
摘
さ
れ
る
。

け

巨

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

、

8
、
師
停
云
二
羽
拉
覆
　
二
流
指
賓
形
£
二
大
指
並
立
(
以
下
略
)

(
随
心
院
蔵
巻
第
こ

け
巨

師
侍
云
二
羽
拉
覆
　
二
頭
指
賓
形
二
道
テ
二
大
指
並
立
テ
(
以
下

略
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
仁
和
寺
蔵
巻
第
こ

9
、
而
二
も
各
屈
シ
テ
両
/
掌
ノ
中
ヲ
ア
(
上
)
ケ
(
平
〉
テ
(
上
)
可
候
欺
又
二
手

直
月
刊
け
テ
可
相
着
欺
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
)

而
二
手
各
屈
シ
テ
/
南
掌
ノ
中
ヲ
ア
ケ
テ
侯
へ
キ
欺
又
二
/
手
直
シ
テ

け
k
.
惇
け
　
【
X
左
】

平
　
テ
可
相
着
欺
(
仁
和
寺
蔵
巻
第
四
)

ツ
、
ク
ル

1
0
、
線
-
[
干
]
後
夜
事
不
可
有
之
欺
如
何
(
随
心
院
蔵
巻
第
五
)

け

.

h

l

け

ル

　

　

　

　

T

に

】

紹
　
[
干
]
後
夜
事
不
可
有
之
欺
如
何
(
仁
和
寺
蔵
巻
第
五
)

な
ど
の
例
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
訓
点
の

加
点
状
況
で
あ
る
。
両
本
に
共
通
す
る
巻
々
を
比
較
す
る
と
、
抑
も
、
和
訓

の
振
り
仮
名
箇
所
が
多
く
は
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
同
文
個
所
の
状
況
は
、

仮
名
点
の
加
点
箇
所
、
加
点
内
容
が
一
致
を
み
せ
る
所
か
ら
、
両
系
統
の
野

決
砂
を
遡
っ
た
、
分
岐
以
前
の
形
を
両
者
が
伝
え
て
い
る
と
み
て
矛
盾
が
な

い
。
両
系
統
内
で
の
書
承
の
内
実
は
、
比
較
的
親
本
に
忠
実
に
移
点
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

厳
密
に
言
え
ば
、
両
者
の
表
記
法
に
は
、
一
方
が
振
り
仮
名
で
、
一
方
が
、
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本
行
右
寄
せ
小
書
き
と
し
た
異
同
を
見
せ
る
個
所
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
異

同
の
先
後
関
係
の
認
定
に
は
、
困
難
を
感
じ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
本
来

の
テ
ニ
ヲ
ハ
を
交
え
た
私
本
語
の
表
現
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

よ
う
し
、
変
体
漢
文
と
片
仮
名
交
じ
り
文
の
相
互
関
係
の
一
端
を
示
す
も
の

と
捉
え
ら
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
両
本
の
装
丁
、
本
文
の
体
裁
、
増
補
の
状

況
よ
り
、
仁
和
寺
蔵
本
に
比
較
し
、
原
初
の
形
態
に
近
い
の
が
、
随
心
院
蔵

本
で
あ
る
と
結
論
し
て
も
矛
盾
は
な
か
ろ
う
。

仁
和
寺
蔵
本
は
、
完
本
で
あ
り
、
書
写
年
代
も
、
随
心
院
蔵
本
に
比
較
す

れ
ば
古
い
写
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
随
心
院
本
は
、

古
態
を
留
め
な
が
ら
、
継
続
的
に
小
野
流
に
伝
承
さ
れ
た
資
料
と
し
て
、
守

覚
の
原
態
に
近
く
、
ま
た
、
重
要
な
事
相
資
料
と
し
て
享
受
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
か
か
る
評
価
か
ら
本
稿
で
は
、
随
心
院
蔵
野
決
紗
五
巻
を
取
り
上

げ
て
、
以
下
に
論
述
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

三
、
野
決
紗
に
お
け
る
ヶ
問
〟
と
ヶ
答
〟
と
の
文
体
的
断
続

野
決
妙
は
、
尊
法
に
関
し
て
の
守
覚
の
「
間
」
と
、
勝
賢
の
「
答
」
と
で

一
条
を
な
す
。
守
覚
の
　
「
間
」
は
、
多
く
は
、
次
の
如
く
の
仮
名
交
じ
り
文

で
登
載
さ
れ
る
。

日
、
一
以
大
日
尊
本
尊
何
就
十
八
道
修
之
哉
/
専
可
就
大
法
也
而
殊

就
十
八
道
テ
可
/
修
ト
ア
ル
バ
別
ノ
習
な
と
の
あ
る
に
や
就
大
法

/
令
修
之
説
ハ
無
之
欺
　
い
つ
れ
に
て
あ
り
と
も
/
更
以
不
可
苦

然
而
自
本
所
習
可
付
大
/
法
云
〝
而
殊
可
付
十
八
道
ト
以
前
注
給
偽

/
別
習
ア
ル
ニ
ヤ
ト
依
不
審
所
尋
申
也
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
三
)

と
し
た
表
記
形
態
を
持
っ
た
「
問
」
が
記
さ
れ
る
。
表
記
位
置
は
、
基
本
的

に
、
勝
賢
の
「
答
」
よ
り
一
字
下
げ
で
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
勝
賢

の
「
答
」
は
、

モ

ほ
、
付
大
砲
被
修
事
更
不
可
違
背
候
是
一
/
師
侍
也
付
モ
大
法
可
修
ト

習
慎
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
三
)

と
記
さ
れ
て
問
答
一
条
と
な
る
。
随
心
院
蔵
野
決
砂
五
巻
の
本
文
の
体
裁
は
、

右
に
例
示
し
た
所
が
典
型
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
問
答
の
対
応
で
構
成

さ
れ
た
各
条
の
「
問
」
と
「
答
」
の
表
記
体
が
異
な
る
。
「
間
」
は
、
漢
字
、

平
仮
名
、
片
仮
名
、
万
葉
仮
名
交
じ
り
文
で
表
記
さ
れ
る
場
合
が
目
立
ち
、

「
答
」
は
、
漢
文
に
、
仮
名
点
の
付
さ
れ
た
形
で
表
記
さ
れ
る
の
が
適
例
で
、

異
な
っ
た
表
記
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
問
答
で
あ
る
か
ら
当
然
と
言
え
ば

当
然
で
あ
る
が
、
「
問
」
と
「
答
」
と
は
、
別
々
の
個
人
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
別
々
の
個
人
が
、
概
ね
は
、
別
々
の
表
記
体
を
選
択
し
た
も
の
で
、
こ

の
両
者
は
表
記
体
に
断
絶
が
あ
る
と
見
る
立
場
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
ろ

、
つ
0

従
来
の
平
安
時
代
を
中
心
と
す
る
概
念
的
枠
組
み
-
厳
密
に
は
、
従
来
の

枠
組
み
で
は
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
・
万
葉
仮
名
交
じ
り
文
の
範
疇
は

設
定
さ
れ
て
き
て
は
い
な
い
が
ー
に
従
え
ば
、
右
の
二
表
記
体
は
、
別
々
の

文
体
範
疇
と
対
応
す
る
も
の
で
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
範
疇
が
、
別
の
個
人
に

従
属
す
る
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
明
ら
か
な
違
い
は
、
以
下
に
も
触
れ

る
よ
う
に
、
一
個
人
の
内
部
で
も
実
現
さ
れ
る
言
語
体
系
差
、
即
ち
、
文
体

的
な
対
立
と
捉
え
ら
れ
よ
う
し
、
或
は
、
問
答
が
、
別
々
の
個
々
人
に
帰
属

す
る
と
い
う
視
点
を
重
視
す
れ
ば
、
位
相
的
な
言
語
体
系
差
と
も
考
え
ら
れ
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よ
う
。
野
決
紗
は
、
「
間
」
と
「
答
」
と
で
整
然
と
し
た
対
応
関
係
を
示
す

一
書
と
し
て
の
言
語
的
統
一
体
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
立
場
が
あ
る
一
方

で
、
内
部
に
は
、
右
の
よ
う
に
表
記
体
の
違
い
に
支
え
ら
れ
た
文
体
的
な
対

立
関
係
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
即
ち
、
一

書
全
体
が
渾
然
と
し
た
連
続
体
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
文
体
的
な
分
裂
を

内
包
し
た
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
所
か
ら
出
発
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
分

裂
は
、
別
個
人
に
属
す
る
も
の
で
、
そ
の
両
者
の
外
延
は
、
極
め
て
明
確
な

も
の
で
あ
る
。

典
型
(
中
核
的
印
象
)
　
か
ら
評
価
し
た
、
言
語
資
料
と
し
て
の
随
心
院
蔵

野
決
紗
に
お
い
て
は
、
範
疇
と
し
て
の
ヶ
間
〟
と
〝
答
〟
と
の
外
延
は
極
め

て
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
〝
問
″
と
　
〝
答
″
と
の
各
々

の
内
実
を
観
察
す
る
と
、
両
者
に
は
、
言
語
的
性
格
と
し
て
、
重
な
り
合
う

部
分
も
存
す
る
。
語
彙
や
表
現
な
ど
の
具
体
的
事
象
の
検
討
を
、
次
節
に
譲

る
と
し
て
、
表
記
上
の
形
式
に
つ
い
て
の
例
を
掲
げ
て
み
る
。

ノ
ト

1
3
、
此
三
種
印
明
者
本
尊
印
可
習
欺
(
随
心
院
蔵
巻
第
こ

1
4
、
一
へ
就
十
八
道
修
此
法
又
懸
胎
武
具
茶
羅
/
於
其
前
修
之
吾
へ

戎
説
十
八
道
修
此
法
成
就
胎
蔵
彙
茶
羅
行
之
是
別
々
之
/
説

欺
(
随
心
院
蔵
巻
第
三
)

1
5
、
私
云
内
縛
二
中
指
直
立
合
講
靴
疆
離
彗
讐
随
心
院

蔵
本
巻
第
四
)

な
ど
は
、
守
覚
の
「
問
」
に
お
け
る
表
記
実
態
の
一
部
で
あ
る
。
先
に
確
認

し
た
通
り
、
漢
字
・
片
仮
名
・
平
仮
名
交
じ
り
文
で
表
れ
る
の
が
大
方
で
は

あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
漢
字
ば
か
り
の
漢
文
の
形
態
を
採
る
も
の
が
認
め
ら

れ
る
。
即
ち
、
守
覚
の
「
間
」
　
の
文
体
は
、
変
体
漢
文
の
表
記
体
に
も
拡
が
っ

て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

一
方
、
専
ら
漢
文
的
表
記
が
典
型
で
あ
る
と
説
い
た
勝
賢
の
「
答
」
　
に
も
、

墜
若
御
修
法
時
ハ
大
阿
閣
梨
密
ホ
可
諦
候
欺
/
又
讃
ノ
文
言
如
常
不
可

有
別
様
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
一
)

1
7
、
伴
ノ
讃
ニ
テ
候
也
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
)

の
如
き
、
片
仮
名
(
万
葉
仮
名
)
交
じ
り
文
の
表
記
法
を
見
せ
る
部
分
が
あ
る
。

巻
第
七
に
は
、

堕
芙
蓉
合
掌
ニ
テ
可
候
也
本
文
こ
モ
サ
コ
ソ
侯
へ
/
虚
心
合
掌
ト
ハ
僻
事

ヲ
申
侯
け
る
に
ハ
芙
/
蓉
合
掌
ニ
テ
可
慎
也
早
可
被
直
候
(
随
心
院

蔵
巻
第
七
)

と
あ
る
例
な
ど
は
、
漢
字
、
片
仮
名
、
平
仮
名
交
じ
り
文
そ
の
も
の
で
あ
る
。

今
は
、
表
記
法
の
面
か
ら
だ
け
の
確
認
に
留
ま
る
が
、
言
語
的
に
は
、
守

覚
の
　
ヶ
間
〟
と
勝
賢
の
　
〝
答
〟
と
の
両
集
合
に
、
重
な
り
合
う
部
分
が
存
す

る
こ
と
に
な
り
、
事
象
を
共
有
す
る
側
面
が
あ
る
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
、
両
者
は
、
一
種
の
連
続
体
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

注
2

か
か
る
視
点
か
ら
は
、
ク
問
″
と
ク
答
″
と
を
通
底
す
る
言
語
基
調
の
よ
う

な
も
の
を
想
定
す
る
事
が
で
き
よ
う
。

四
、
。
間
〟
と
。
答
.
の
日
本
語

本
節
に
は
、
随
心
院
蔵
野
決
抄
五
巻
を
対
象
に
、
「
問
答
」
.
に
表
出
し
た

言
語
の
内
実
を
記
述
し
て
み
た
い
。
た
だ
、
本
稿
は
、
方
法
論
的
な
試
論
を

注
4

日
指
し
た
も
の
で
、
紙
面
の
都
合
上
、
語
誌
の
詳
細
な
記
述
が
で
き
な
い
。
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各
語
の
下
に
、
現
行
の
辞
書
に
お
け
る
初
出
例
を
中
心
に
簡
便
な
注
を
添
え

た
が
、
各
語
の
諸
資
料
に
お
け
る
出
現
状
況
に
つ
い
て
、
仁
和
寺
蔵
本
の
事

象
を
も
掬
い
上
げ
た
詳
述
は
、
別
稿
に
侯
た
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
お
許
し

戴
き
た
い
。

守
覚
の
　
ク
間
″
と
勝
賢
の
　
〝
答
〟
と
の
日
本
語
の
集
合
が
、
重
な
り
合
う

要
素
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
節
に
確
認
し
た
。
両
集
合
体
の
距

離
を
測
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
は
あ
ろ
う
が
、
勝
賢
の
ク
答
ク
　
に
目
を
配

り
つ
つ
、
専
ら
守
覚
の
　
ク
問
ク
　
の
言
語
に
焦
点
を
当
て
て
記
述
す
る
。
主
た

注
5

る
視
点
を
、
の
平
安
時
代
に
お
け
る
語
性
(
前
代
に
お
い
て
和
文
特
有
語
で
あ
っ

た
か
否
か
-
口
頭
語
的
性
格
)
、
∽
新
出
の
語
・
表
現
で
あ
る
か
否
か
(
語
形

や
意
味
が
、
所
謂
、
中
世
語
で
あ
る
か
否
か
)
　
の
二
点
に
設
定
し
て
検
討
を
加

え
る
。本

資
料
に
は
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
は
稀
な
「
こ
そ
」
係
結
び
が

存
す
る
。1

9
、
不
動
ナ
ラ
バ
不
動
般
若
ナ
ラ
バ
般
/
若
菩
薩
に
て
こ
そ
あ
ら
め
(
随

心
院
蔵
巻
第
四
・
守
覚
間
)

な
ど
で
、
平
仮
名
表
記
「
こ
そ
」
　
に
対
応
し
て
巳
然
形
で
終
止
し
た
例
が
認

め
ら
れ
る
。

2
加
、
「
抑
此
十
二
輯
輪
事
只
如
常
置
之
/
ト
。
ソ
故
宮
ナ
ト
モ
侯
引
叫

(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・
守
覚
問
)

右
は
、
片
仮
名
表
記
「
コ
ソ
」
に
文
末
の
活
用
形
が
乱
れ
た
例
、

賀
只
虚
/
心
合
掌
シ
テ
二
大
二
小
関
立
欺
凡
ハ
芙
蓉
/
合
掌
ニ
テ
剖

勇
ナ
ク
ト
モ
蓮
花
五
古
印
也
尤
/
可
鵠
蓮
花
合
掌
欺
(
随
心
院

蔵
巻
第
七
・
守
党
問
)

冥
又
此
印
ハ
不
限
観
音
二
蓮
花
ヲ
ハ
心
ト
名
/
万
物
二
令
遍
事
ハ
疏
ナ
ト

ニ
モ
見
ユ
ル
事
ナ
/
レ
ハ
何
ノ
法
ニ
モ
可
通
ト
珂
叫
ハ
恩
給
之
虎
限
/

此
ノ
法
有
ア
ル
此
停
如
何
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
守
覚
問
)

右
は
、
結
び
が
流
れ
た
例
で
、
守
覚
の
「
間
」
に
「
こ
そ
」
係
り
結
び
の
異

例
が
認
め
ら
れ
る
。

窄
芙
蓉
合
掌
ニ
テ
可
候
也
本
文
ニ
ハ
サ
d
l
判
例
可
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・

勝
賢
答
)

賀
尤
不
審
々
々
法
菩
薩
諜
ト
。
ソ
党
側
可
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
勝
賢
答
)

右
二
例
は
、
勝
賢
の
「
答
」
に
確
認
さ
れ
る
片
仮
名
表
記
の
「
コ
ソ
」
係
り

結
び
の
例
で
あ
る
が
、
勝
賢
の
「
答
」
に
は
呼
応
の
乱
れ
の
例
が
確
認
さ
れ

な
い
。
ま
た
、
文
中
の
「
や
+
は
」
係
り
結
び
が
存
す
る
。

糞
　
二
種
　
和
合
シ
タ
ル
/
尊
ハ
さ
る
こ
と
利
月
利
刹
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・

守
覚
問
)

こ
れ
も
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
は
、
希
少
な
語
法
と
言
わ
れ
る
。

助
詞
「
や
」
　
の
文
末
用
法
で
、
次
の
例
が
あ
る
。

加
、
へ
是
/
四
智
讃
ハ
本
尊
ノ
讃
ヨ
リ
さ
き
に
あ
る
へ
き
吋
刊

27、28、29、

(
随
心
院
蔵
巻
第
一
・
守
党
閥
)

是
ハ
句
義
の
あ
た
り
た
れ
ハ
眞
言
の
始
終
拉
/
備
眼
と
は
い
ふ
け
刊

又
此
二
旬
を
悌
眼
の
眞
言
/
習
へ
き
打
倒
(
随
心
院
蔵
巻
第
二
・
守

覚
間
)

光
明
眞
言
ノ
法
ヲ
可
行
吋
刊
(
随
心
院
蔵
巻
第
三
・
守
覚
問
)

へ
此
輪
ハ
殊
二
大
こ
作
ナ
ト
ス
へ
キ
J
J
l
刊
又
只
掲
磨
/
ナ
ト
ニ
常
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ニ
具
タ
ル
輪
程
に
て
あ
る
へ
き
吋
刊
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・
守
党
閥
)

な
ど
、
平
仮
名
表
記
で
の
出
現
と
共
に
、
片
仮
名
表
記
も
認
め
ら
れ
る
。

輿
而
殊
可
付
十
八
道
ト
以
前
注
給
餌
/
別
ノ
習
ノ
ア
ル
ニ
l
刊
ト
依
不
審

所
尋
申
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
三
・
守
覚
間
)

3
1
、
此
事
面
謁
之
時
可
/
中
之
虎
忘
却
見
私
注
タ
ル
物
テ
/
後
相
違
シ
タ

ル
⇒
刊
ト
テ
令
尋
中
也
(
随
心
院
蔵
巻
第
五
・
守
党
閥
)

本
資
料
が
、
問
答
で
あ
る
か
ら
、
疑
問
表
現
を
担
う
文
末
表
現
「
に
+
や
」

の
多
出
は
当
然
と
言
え
よ
う
が
、
こ
の
語
法
は
、
平
安
時
代
漢
文
訓
読
語
に

は
、
珍
し
い
と
さ
れ
る
。

守
覚
の
　
「
間
」
　
に
認
め
ら
れ
る
語
詞
に
は
、
平
仮
名
表
記
の
副
詞
「
や
が

て
」
　
(
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
[
以
下
同
]
　
に
よ
れ
ば
、
初
出
は
、
竹
取
物
語
。

今
昔
物
語
集
・
延
慶
本
平
家
物
語
に
も
存
す
る
)
　
が
存
す
る
。
片
仮
名
表
記
の

例
も
認
め
ら
れ
る
が
、

冥
又
此
印
明
ヲ
刊
か
可
本
尊
の
/
印
眞
吉
ト
可
習
欺

(
随
心
院
蔵
巻
第
一
・
守
覚
問
)

刀
、
「
又
此
種
子
ハ
刊
利
刊
成
五
悌
ト
可
観
欺
然
ハ
/
三
形
ハ
不
可
有

之
欺
只
種
子
ノ
刊
列
外
可
/
成
五
悌
欺
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
守

党
閥
)

な
ど
、
平
安
時
代
の
和
文
語
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
漢
文
訓
読
語
で
は
「
ス

ナ
ハ
チ
」
　
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
副
詞
「
い
か
さ
ま
に
も
」
　
の
平
仮
名
書
き
の

例
が
あ
っ
て
、

と
現
れ
て
い
る
。
「
何
は
と
も
あ
れ
、
何
と
し
て
も
」
　
の
意
で
は
鎌
倉
時
代

注̀
U

以
降
の
語
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
平
仮
名
表
記
さ
れ
る
副
詞
「
わ
ざ
と
」
(
後

撰
集
詞
書
、
枕
草
子
。
今
昔
物
語
集
、
延
塵
本
平
家
物
語
に
出
現
)
　
の
例
は
、

粥
、
社
及
不
審
未
尋
/
事
ナ
レ
ハ
烏
注
置
珂
割
引
令
尋
也

(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・
守
覚
問
)

率
∵
仲
村
割
田
間
申
者
也
可
注
給
也
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・
守
党
閥
割
書
)

と
出
現
す
る
。
平
安
時
代
和
文
系
の
語
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
守
覚
の
「
問
」
中
に
、
平
仮
名
表
記
で
名
詞
「
ゆ
は
れ
(
謂
)
」
(
初

出
は
史
記
抄
)
が
認
め
ら
れ
る
。

冥
依
/
件
儀
テ
只
ノ
菓
衣
ノ
法
に
も
孔
雀
明
王
ノ
兄
ヲ
藩
侯
也
/
打
任
テ

ハ
此
義
ゆ
l
刷
れ
な
け
れ
と
も
物
ハ
さ
る
事
ノ
ア
ル
欺
(
随
心
院
蔵
巻

第
七
・
紙
背
)

右
の
語
形
も
で
あ
る
が
、
「
い
は
れ
」
(
初
出
は
山
家
集
。
以
降
は
史
記
抄
の
用
例
)

の
語
形
で
も
、
本
資
料
の
例
が
、
初
出
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。

代
名
詞
で
は
、
「
ど
れ
」
、
「
ど
れ
ど
れ
」
が
出
現
す
る
。
「
ど
れ
」
　
(
初
出

は
梁
塵
秘
抄
)
は
、
巻
第
四
に
平
仮
名
表
記
で
現
れ
、

輿
戎
八
流
戎
二
十
四
流
両
説
/
之
内
常
可
用
何
説
哉
御
流
ハ
引
細

を
/
専
被
用
哉
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・
守
党
閥
)

「
ど
れ
ど
れ
」
　
(
初
出
は
史
記
抄
)
は
、
片
仮
名
表
記
で
、

刃
、
「
又
本
尊
ノ
眞
言
ハ
引
り
ヲ
散
念
諦
ニ
ハ
/
可
用
哉

(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
守
覚
問
)

輿
道
場
観
許
ハ
胎
戒
ヲ
可
用
欺

い
か
さ
ま
/
に
も
全
文
可
書
給

(
随
心
院
蔵
巻
第
三
・
守
覚
問
)

4
0
、
一
放
念
誠
二
本
尊
眞
言
二
種
云
〝
ト

〈
ヲ
/
可
蒲
哉

(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
守
覚
間
)
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と
現
れ
る
。
例
4
0
は
、
声
点
の
加
点
例
で
、
語
頭
の
「
ト
」
に
は
、
上
声
濁

点
の
差
声
が
存
す
る
。
連
体
詞
「
さ
る
」
(
初
出
は
謡
曲
・
昭
君
。
r
新
装
改
訂

新
潮
国
語
辞
典
」
　
に
は
、
初
出
は
竹
取
物
語
)
も
認
め
ら
れ
て
、
以
下
の
用
例

が
出
現
す
る
。

4
1
、
二
種
和
合
シ
タ
ル
/
尊
ハ
判
別
こ
と
や
ハ
あ
る
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・

守
覚
問
)

4
2
、
桂
馬
/
失
礼
被
書
説
々
将
又
猶
先
跡
刃
利
こ
と
も
あ
る
に
や

(
随
心
院
蔵
巻
第
五
・
守
党
閥
)

こ
の
「
さ
る
」
は
、
勝
覚
の
　
「
答
」
に
も
現
れ
て
お
り
、

(
マ
マ
)

彗
又
梵
筐
印
/
ハ
別
事
也
更
不
可
混
合
侯
但
租
先
達
之
/
中
に
割
引

侍
も
候
欺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・
勝
賢
答
)

の
用
例
を
確
認
で
き
る
。
土
の
語
も
、
和
文
系
の
語
と
認
め
ら
れ
る
。

制
、
令
行
之
定
二
印
言
皆
書
載
テ
/
委
ク
引
っ
刃
タ
ル
次
第
尤
大
切
委

可
/
注
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
五
・
守
覚
問
)

右
は
、
大
字
片
仮
名
書
き
の
動
詞
「
し
た
た
む
(
認
)
」
　
の
用
例
で
あ
る
。

用
例
中
に
、
「
皆
劃
圃
ア
」
と
あ
る
の
で
、
「
書
き
記
す
」
意
で
用
い
ら
れ
た

動
詞
で
あ
る
。
こ
の
動
詞
自
体
の
用
例
は
、
字
津
保
物
語
よ
り
知
ら
れ
る
が
、

右
の
意
味
で
の
用
例
は
、
平
安
後
半
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
掛
け
て
は
讃
岐
典

注
7

侍
日
記
に
指
摘
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

平
安
時
代
、
和
文
語
資
料
に
は
普
通
に
見
か
け
ら
れ
た
助
動
詞
で
は
、

4
5
、
故
僧
都
ナ
ト
い
か
、
候
け
む
(
随
心
院
蔵
巻
第
四
・
守
覚
間
)

4
6
、
此
輪
ヲ
置
ク
ハ
若
有
由
緒
又
瓢
ナ
ト
ス
ル
/
事
や
候
引
軸
(
随
心
院

蔵
巻
第
四
・
守
覚
問
)

4
7
、
若
記
置
た
る
物
な
と
や
侯
ら
む
(
随
心
院
蔵
巻
第
五
・
守
党
閥
)

彗
必
定
此
ノ
定
こ
可
用
欺
候
ら
l
刀
軸
に
と
り
て
も
乍
二
左
右
ノ
チ
可
作

蓮
/
花
拳
欺
如
何
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
守
党
閥
)

平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
は
用
法
が
少
な
い
と
さ
れ
る
、
推
量
の
助
動
詞

「
け
む
」
　
(
古
事
記
・
万
葉
集
よ
り
。
今
昔
物
語
集
に
用
例
あ
り
。
興
福
寺
本
大
慈

恩
寺
三
蔵
法
師
伝
中
の
用
例
は
、
会
話
部
分
)
「
ら
む
」
　
(
初
見
は
上
代
。
西
大
寺

本
最
勝
王
経
の
用
例
は
、
準
会
話
部
分
[
項
・
伽
陀
]
)
が
使
わ
れ
て
い
る
。

助
詞
に
つ
い
て
は
、

こ
ク

4
9
、
又
御
流
な
と
に
ハ
大
法
付
時
も
/
正
念
に
ハ
本
尊
眞
言
許
に
て
無
蒲

大
日
眞
/
言
欺
如
何
(
随
心
院
蔵
巻
第
一
・
守
党
閥
)

輿
　
い
つ
れ
吋
可
あ
り
と
も
/
更
以
不
可
吉
(
随
心
院
蔵
巻
第
三
・
守

覚
問
)

右
の
「
に
て
」
も
和
文
語
系
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
、
更
に
、

5
1
、
此
事
面
謁
之
時
可
/
申
之
虞
忘
却
見
私
注
タ
ル
物
テ
/
後
相
違
シ
タ

ル
ニ
ヤ
ト
テ
令
尋
申
也
(
随
心
院
蔵
巻
第
五
・
守
覚
問
)

中
世
語
法
と
さ
れ
る
格
助
詞
「
で
」
(
ま
た
は
、
指
定
の
助
動
詞
。
日
本
国
語

大
辞
典
第
二
版
に
は
、
「
だ
」
形
容
動
詞
の
連
用
形
の
項
目
に
掲
載
。
初
出
は
今
昔

物
語
集
、
延
慶
本
平
家
物
語
)
と
疑
わ
し
き
例
が
存
す
る
。

副
助
詞
「
そ
ら
」
(
初
出
は
夜
の
寝
覚
。
今
昔
物
語
集
、
延
慶
本
平
家
物
語
)
は
、

平
安
時
代
末
に
多
出
す
る
と
説
か
れ
る
語
で
、
こ
の
語
の
平
仮
名
表
記
例
が

拾
え
る
。冥

大
普
賢
書
祥
ハ
悌
眼
に
て
も
あ
り
な
ん
そ
れ
割
引
猶
以
憶
悌
眼

不
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
「
守
党
閥
)
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終
助
詞
「
か
し
」
(
初
出
は
竹
取
物
語
。
延
慶
本
平
家
物
語
)
は
、
次
の
如

く
現
れ
る
。
こ
の
「
か
し
」
も
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
は
見
え
な
い

助
詞
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

5
3
、
へ
又
以
到
岸
菩
薩
鳥
此
事
之
譚
其
条
又
以
不
審
/
到
岸
菩
薩
和
合

両
身
尊
ナ
ラ
バ
其
到
岸
/
菩
薩
ヲ
本
尊
ト
セ
ヨ
刈
羽
(
随
心
院
蔵
巻

第
四
・
守
覚
間
)

次
の
語
は
、
勝
賢
の
「
答
」
に
見
え
る
語
で
、
使
役
の
助
動
詞
「
さ
す
」
(
初

出
は
竹
取
物
語
。
保
元
物
語
)
が
、
片
仮
名
表
記
で
認
め
ら
れ
る
。
守
党
の
「
間
」

に
は
、
使
役
は
、
「
令
」
字
で
表
記
さ
れ
る
か
、
「
し
む
」
が
現
れ
る
が
、
勝

賢
の
「
答
」
に
は
、
仮
名
の
確
例
が
あ
る
。
こ
の
語
も
、
平
安
時
代
の
和
文

特
有
語
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

54、

副
助
詞5

5
、

5
6
、

守
覚
の5

7
、

5
8
、 ソ

ノ
、
チ
施
主
ノ
許
ヘ
ヤ
リ
テ
/
ク
ビ
ニ
カ
ケ
叫
刃
妻
ノ
ク
ビ
ナ

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
勝
賢
答
)

「
な
ん
ど
」
　
の
語
形
が
注
目
さ
れ
る
。

ノ

常
途
道
場
/
観
刊
月
日
ニ
必
シ
モ
不
然
欺
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
勝

賢
答
)

此
讃
必
シ
モ
不
用
候
若
自
行
刃
.
習
〓
マ
テ
寧
修
セ
/
ム
時
用
不
任
意

候
へ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
勝
賢
答
)

「
問
」
場
合
は
、
語
形
と
し
て
は
、

各
翁
一
倍
/
寛
信
ナ
ト
之
ヲ
能
々
可
習
ト
申
ケ
リ
ト
/
被
示
何
様
令
習

哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
随
心
院
蔵
巻
第
七
・
守
党
閥
)

万
物
二
令
遍
事
ハ
疏
刃
〓
ニ
モ
見
ユ
ル
事
ナ
/
レ
ハ
何
ノ
法
ニ
モ
可
通

ト
コ
ソ
ハ
恩
給
之
虔
限
/
此
ノ
法
有
ア
ル
此
侍
如
何
(
随
心
院
蔵
巻

第
七
・
守
覚
問
)

「
な
ど
」
と
表
記
さ
れ
る
。
「
な
ど
」
(
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
)
も
「
な
ん
ど
」

(
初
出
は
宇
津
保
物
語
)
も
平
安
時
代
和
文
特
有
語
と
さ
れ
て
、
漢
文
訓
読
語

に
は
見
え
ぬ
語
で
あ
る
が
、
右
の
使
役
表
現
と
共
に
、
守
覚
と
勝
賢
の
個
人

言
語
と
し
て
の
用
語
差
を
表
記
し
分
け
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
数
事
象
を
取
り
上
げ
て
記
述
を
行
っ
て
き
た
が
、
随
心
院
蔵
野
決

紗
に
は
、
本
資
料
が
最
古
例
と
思
し
き
語
詞
が
指
摘
さ
れ
、
文
体
的
に
は
平

安
時
代
日
常
会
話
語
に
近
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
和
文
語
系
の
語
詞
が

頻
出
し
、
し
か
も
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
守
覚
は
、
こ
れ
ら
を
多
く
は
平
仮

名
で
表
記
を
し
て
い
る
。
不
統
一
で
は
あ
る
が
む
し
ろ
、
守
覚
の
野
決
妙
で

の
表
記
法
上
の
工
夫
-
各
種
の
仮
名
の
併
用
、
混
用
に
よ
ら
ね
ば
、
言
語
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
ら
な
い
と
守
覚
が
判
断
し
た
方
法
-
を
伺
わ
せ
る
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
に
お
い
て
、
零
巻
で
は
あ
る
が
、
随
心
院
蔵
野
決
紗
の
資
料

的
価
値
の
高
さ
を
認
め
て
、
こ
れ
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
ク
間
″
と
ク
答
″

と
を
視
点
と
し
て
、
野
決
紗
中
に
現
れ
た
言
語
事
象
の
整
理
、
記
述
を
行
っ

て
き
た
。
問
答
体
で
あ
る
野
決
紗
の
言
語
的
な
性
格
の
背
景
を
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
節
に
掲
げ
た
、
用
例
1
、
仁
和
寺
蔵
野
決
抄
第
十
二
末
尾
の
記
事
に

お
い
て
、
守
党
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○
文
倍
甚
以
二
見
苦
」
一
切
不
レ
可
二
披
露
ペ
若
有
二
間
輩
一
以
レ
詞
可
レ
答
。



68(28)

背
二
此
命
一
之
門
弟
、
本
尊
大
師
、
速
加
二
冥
罰
一
両
巳
。
(
返
点
、
句
読
点

ハ
私
二
付
シ
タ
)

例
1
に
引
用
し
た
記
事
の
一
部
で
あ
る
が
、
守
覚
は
、
「
文
(
の
)
倍
」
　
の

甚
だ
整
わ
ぬ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
不
備
は
、
漢
文
(
訓
点
)
、
片
仮
名
・

平
仮
名
交
じ
り
文
、
時
に
、
万
葉
仮
名
交
じ
り
文
が
併
存
し
て
、
表
記
の
様

態
が
渾
然
と
し
見
苦
し
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
し
い
。
「
若
有
二
間
輩
一

以
レ
詞
可
レ
答
。
」
は
、
若
し
、
問
い
質
す
も
の
が
あ
れ
ば
、
「
詞
」
、
そ
れ
は

「
文
」
　
の
対
立
概
念
で
あ
ろ
う
か
ら
、
口
頭
の
言
語
表
現
に
よ
っ
て
答
え
る

注
8

よ
う
指
示
を
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
ま
で
、
鎌
倉
時
代
の
言
語
資
料
に
つ
い
て
、
特
に
、
片
仮
名
交
じ
り

文
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
、
鎌
倉
時
代
語
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
向
き
が

あ
る
。
例
え
ば
、
高
山
寺
に
お
け
る
明
恵
以
下
、
高
山
寺
教
団
の
僧
侶
が
関

わ
っ
た
鎌
倉
時
代
の
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
中
世
語
法
が
出
現
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
宗
教
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
口
頭
語
的
資
料
で
あ
る
が
た

注
9

め
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
。
こ
の
口
頭
語
的
言
語
事
象
が
出

現
す
る
と
見
る
こ
と
の
理
論
的
な
背
景
-
端
的
に
は
、
口
頭
語
(
的
)
　
で
あ

る
と
認
定
す
る
根
拠
I
を
支
え
て
き
た
の
は
、
資
料
の
持
つ
　
「
聞
書
性
」
や

「
対
話
性
」
　
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
資
料
成
立
時
の
状
況
証
拠
に

よ
る
理
屈
の
上
で
の
論
理
で
、
当
時
の
人
々
の
言
語
感
覚
そ
の
も
の
に
証
拠

立
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
厳
密
に
問
い
詰
め
れ

ば
、
全
て
の
「
聞
書
」
が
、
全
て
当
時
の
口
頭
語
資
料
で
、
全
て
の
「
問
答
」

資
料
が
、
或
は
、
一
資
料
中
の
〝
間
″
と
　
〝
答
〟
と
の
文
章
が
共
に
、
口
頭

語
資
料
で
あ
る
保
証
は
ど
こ
に
も
無
い
し
、
当
然
、
無
批
判
に
押
し
並
べ
て
、

注
1
0

そ
の
よ
う
に
認
め
る
わ
け
に
は
行
く
ま
い
。

本
稿
に
取
り
上
げ
た
野
決
紗
は
、
守
覚
の
記
事
を
信
ず
る
限
り
、
口
頭
に

上
せ
る
こ
と
に
は
違
和
感
の
表
明
は
な
い
、
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
、
口
頭
語

と
し
て
の
言
語
表
現
を
指
示
し
て
い
る
以
上
は
、
ま
さ
に
、
口
頭
語
(
的
)

表
記
表
現
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
稿
の
主
た
る
対
象
で
あ
る
随
心
院
蔵
野
決
紗
は
、
五
巻
の
み
が
伝
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
推
測
し
た
所
に
従
え
ば
、
仁
和
寺
蔵
野
決
紗

は
、
仮
名
交
じ
り
文
に
表
れ
た
平
仮
名
を
、
片
仮
名
に
改
め
て
表
記
の
改
変

を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
し
い
が
、
十
二
巻
の
完
本
で
、
資
料
の
扱
い

よ
う
に
よ
っ
て
は
、
随
心
院
蔵
本
に
比
較
し
て
、
よ
り
多
く
の
口
頭
語
的
事

象
を
採
取
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
資
料
で
あ
ろ
う
と
評
価
さ
れ
る
。

一
般
に
、
中
世
と
言
う
時
代
に
な
る
と
日
本
語
は
言
文
二
途
に
別
れ
る
、

「
口
語
」
と
「
文
語
」
が
乗
離
す
る
と
説
か
れ
て
久
し
い
。
ま
た
、
そ
う
し

注
目

た
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
拠
っ
て
中
世
語
を
捉
え
ら
れ
て
き
た
節
が
あ
る
。
こ
の
中

世
の
時
間
的
内
実
-
論
の
立
脚
の
時
間
的
な
地
点
-
が
問
題
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
院
政
期
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
掛
け
て
活
躍
し
た
守
覚
の
残
し
た
書

記
資
料
で
あ
る
野
決
紗
に
付
さ
れ
た
「
守
覚
の
記
」
の
、
右
の
解
釈
が
妥
当

だ
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
野
決
紗
は
、
口
頭
語
に
極
め
て
近
く
書
記
さ

れ
た
言
語
資
料
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
心
に

留
め
置
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
の
口
頭
語
と
は
、
当
時
、
口
に
上
せ
て
不

自
然
で
な
い
言
語
と
幅
広
く
考
え
て
お
く
べ
き
で
、
守
覚
の
「
間
」
、
即
日

常
会
話
語
で
あ
っ
た
の
か
否
か
の
問
題
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
。
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「
守
覚
の
記
」
　
の
発
言
が
当
時
の
実
態
に
則
っ
て
、
厳
密
で
あ
っ
た
の
か

ど
う
か
は
疑
の
残
る
所
で
あ
る
。
単
純
に
過
ぎ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
守
覚

の
残
し
た
記
事
と
　
「
問
」
　
の
言
語
実
態
が
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
信
ず
れ

ば
、
今
ま
で
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
中
世
前
期
、
即
ち
鎌
倉
時

代
の
口
頭
語
は
、
従
来
の
認
識
と
は
違
っ
て
か
な
り
広
い
言
語
体
系
を
有
す

る
も
の
で
、
現
存
の
文
字
資
料
に
お
け
る
表
記
体
で
言
え
ば
、
平
仮
名
文
か

ら
、
片
仮
名
交
じ
り
文
、
万
葉
仮
名
交
じ
り
文
を
含
め
て
、
変
体
浜
文
体
(
或

い
は
、
変
体
漢
文
の
訓
読
語
)
に
ま
で
至
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

こ
こ
に
措
い
て
み
た
鎌
倉
時
代
語
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
稿
者
自
ら
も
、
あ
る

意
味
極
論
で
あ
る
よ
う
に
も
評
価
す
る
所
で
、
今
後
、
具
体
的
な
言
語
事
象

の
検
討
、
検
証
を
経
る
必
要
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
上
段

に
振
り
か
ぶ
れ
ば
、
野
決
紗
の
表
記
体
は
、
守
覚
に
よ
る
、
謂
わ
ば
「
言
文

注
1
2

一
致
の
文
章
」
　
の
試
み
で
あ
っ
た
と
見
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
に
掲
げ
た
狙
い
の
内
、
小
野
流
に
お
け
る
伝
承
に
よ
っ
て
の
野
決
妙

の
鎌
倉
時
代
語
へ
の
参
与
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
言
語
表
現
レ
ベ
ル
で
の

検
討
が
十
分
で
は
な
い
と
自
覚
す
る
所
で
あ
る
。
た
だ
、
小
野
流
内
で
は
、

鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
か
な
り
忠
実
に
書
承
さ
れ
て
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
所

で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
言
語
活
動
の
資
料
と
し
て
確
た
る
位
置
が
あ
っ
た

こ
と
に
は
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。

本
稿
に
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
飽
く
ま
で
試
論
の
城
を
出
る
も
の
で
は
な

い
。
仁
和
寺
蔵
野
決
紗
の
検
討
や
、
新
た
な
伝
本
、
諸
資
料
の
発
掘
、
言
語

資
料
と
し
て
の
評
価
・
考
察
、
個
人
言
語
の
問
題
等
々
、
課
題
の
多
く
を
後

に
託
す
次
第
で
あ
る
。

注
1
　
r
仏
書
解
説
大
辞
典
」
、
「
密
教
大
辞
典
』
　
の
記
述
に
よ
る
。
両
書
に
よ
れ

ば
、
他
に
、
本
書
の
成
立
過
程
に
は
、
諸
説
が
存
す
る
。
勝
賢
の
諸
尊
法
も
、

野
紗
(
野
月
本
紗
)
　
で
あ
る
と
も
、
野
月
抄
(
野
月
新
砂
)
　
で
あ
る
と
も

説
か
れ
る
。
本
野
決
妙
は
、
秘
抄
の
資
料
と
し
た
と
さ
れ
る
。

注
2
　
第
6
号
「
北
斗
」
が
、
本
来
、
い
か
な
る
諸
尊
法
の
一
部
で
あ
る
の
か
は
、

現
時
、
末
勘
で
あ
る
。

注
2
　
拙
稿
「
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
の
訓
読
語
基
調
と
史
料
的
評
価
-
訓
読

語
に
現
れ
た
待
遇
表
現
を
中
心
に
-
」
(
r
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
二
二
帝
、

平
成
二
十
一
年
三
月
)
。
類
纂
的
言
語
資
料
の
場
合
、
従
来
、
言
語
資
料
内

部
の
腑
分
け
に
関
心
が
注
が
れ
て
き
た
が
、
類
纂
的
資
料
も
、
二
言
語
資

料
と
し
て
成
立
し
、
言
語
の
統
一
体
で
あ
る
と
言
う
見
方
が
必
要
で
あ
る
。

通
底
す
る
言
語
的
な
基
調
に
よ
り
資
料
と
し
て
の
同
一
性
が
保
た
れ
て
い

る
と
見
る
。
現
状
で
は
、
実
証
に
は
ほ
ど
違
い
が
、
稿
者
は
、
こ
の
内
部

的
な
、
所
謂
、
文
体
差
的
言
語
体
系
の
集
合
・
交
雑
、
ま
た
、
一
々
の
類

纂
的
な
複
数
の
資
料
間
で
の
言
語
の
関
係
が
、
言
語
変
化
の
力
と
な
っ
た

と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
る
。

注
4
　
該
当
の
語
詞
が
、
一
資
料
中
に
如
何
な
る
偏
在
を
示
す
の
か
、
共
時
的

な
資
料
類
に
如
何
に
偏
在
す
る
か
は
、
重
要
な
問
題
で
、
例
え
ば
、
漢
籍

訓
点
資
料
に
お
け
る
和
文
語
の
偏
在
が
、
会
話
部
に
特
徴
的
で
あ
る
こ
と

や
、
会
話
・
韻
文
部
分
と
地
の
文
と
の
文
体
差
に
つ
い
て
は
、
拙
著
(
r
平

安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
諭
し
(
平
成
十
九
年
二
月
)
第
三
章
第
一
節
)

に
も
触
れ
た
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
を
含
め
て
、
多
角
的
に
詳
述
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
す
る
。

注
5
　
築
島
裕
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
　
(
昭
和
三
十
八

年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
)
　
で
は
、
平
安
時
代
の
言
語
体
系
を
論
じ
ら

れ
て
、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
の
文
体
的
距
離
を
論
じ
ら
れ
、
(
共
に
、
表

記
言
語
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
)
　
和
文
語
の
言
語
体
系
は
、
平
安
時
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代
の
日
常
会
話
語
寄
り
の
も
の
、
漢
文
訓
読
語
の
体
系
は
、
文
章
語
的
な

性
格
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
た
。
稿
者
は
、
寡
聞
に
し
て
、
こ
の
把
握
を
実

証
的
方
法
で
、
根
本
的
に
覆
し
た
論
を
知
ら
な
い
。
本
稿
の
対
象
と
す
る

時
代
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
事
で
あ
る
が
、
平
安
時
代

後
半
期
の
基
本
的
な
性
格
が
、
根
底
的
に
変
質
し
た
と
は
捉
え
ら
れ
な
い

と
判
断
し
て
、
い
ま
、
か
か
る
視
点
を
本
稿
に
取
り
上
げ
る
。
論
文
審
査

の
所
見
に
は
、
第
四
節
に
取
り
上
げ
た
事
象
は
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る

和
・
漢
の
混
在
現
象
以
上
の
も
の
で
は
な
い
と
の
批
判
を
得
た
が
、
稿
者

は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
「
和
漢
混
清
文
」
と
い
う
概
念
的
範
疇
は
、

鶴
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
典
型
的
に
は
、
数
種
の
資
料

名
が
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
外
側
の
広
が
り
を
ど
こ
ま
で

拡
げ
る
の
か
、
或
は
、
何
で
あ
る
な
ら
ば
切
り
捨
て
る
の
か
は
、
研
究
者

の
主
観
に
寄
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
判
断
す
る
。
極
端
に
言
え
ば
、

当
該
期
の
漢
文
訓
読
語
資
料
の
言
語
以
外
は
、
擬
古
的
な
中
世
王
朝
物
語

な
ど
を
ふ
く
め
て
、
大
な
り
小
な
り
の
和
漢
混
交
現
象
が
指
摘
さ
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
「
和
漢
混
清
文
」
　
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
　
(
こ
れ
が
そ
も
そ
も
鶴
的

だ
と
思
わ
れ
る
が
)
　
の
言
語
現
象
の
研
究
の
問
題
で
は
な
く
、
中
世
と
い

う
時
代
の
、
そ
の
和
漢
混
交
現
象
の
内
実
の
実
証
的
な
腑
分
け
の
必
要
性

を
切
実
に
感
じ
る
。
本
稿
は
、
あ
る
意
味
例
外
的
な
表
記
体
を
採
る
一
資

料
を
使
っ
て
、
資
料
の
内
実
を
記
述
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
立
体

的
に
措
け
る
で
あ
ろ
う
和
漢
混
交
現
象
の
実
態
の
一
つ
が
「
野
決
紗
」
で

あ
る
と
見
た
試
論
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
や
平
家
物
語
な
ど
と
の
文
体
的

距
離
や
位
置
関
係
を
立
体
的
に
措
く
の
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
ろ

う
。
「
和
漢
混
清
文
」
　
の
言
語
体
系
の
解
明
は
、
論
述
の
た
め
の
述
語
自
体

の
概
念
の
点
検
や
、
検
討
対
象
の
資
料
の
集
合
体
の
選
別
な
ど
な
ど
、
恐

ら
く
、
稿
者
個
人
に
は
到
底
解
き
明
か
せ
ぬ
課
題
で
、
後
生
に
託
さ
ね
ば

な
ら
な
い
一
大
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
後
の
課
題
と
さ
せ
て
戴
き
た
い
。

注
6
　
「
広
島
大
学
国
語
史
研
究
会
会
報
第
二
十
八
号
」
　
(
平
成
十
八
年
三
月
)
、

r
同
第
二
十
九
号
し
　
(
平
成
二
十
年
一
月
)
　
に
拠
れ
ば
、
中
世
王
朝
物
語
r
あ

さ
ぢ
が
露
」
に
二
例
、
r
む
ぐ
ら
し
に
五
例
が
認
め
ら
れ
る
。
h
t
t
p
‥
、
き
O
m
e
.

h
ぎ
s
h
i
m
a
・
U
.
芦
j
p
＼
k
Q
打
u
g
O
S
S
i
t
e
s
、
b
u
】
】
e
t
i
n
h
t
m
】

注
7
　
r
日
本
国
語
大
辞
典
　
第
二
版
』
　
に
従
え
ば
、
か
か
る
意
味
で
の
初
出
は

r
讃
岐
典
侍
日
記
」
と
さ
れ
る
。
第
一
版
で
は
、
r
日
葡
辞
書
』
と
さ
れ
て

い
た
。

注
8
　
随
心
院
蔵
野
決
抄
の
内
部
の
徴
証
と
し
て
、
以
下
の
例
が
指
摘
さ
れ
る
。

○
繋
縛
ヲ
離
ル
、
義
/
ト
カ
ヤ
被
示
ト
覚
悟
僻
事
欺
カ
ヤ
ウ
ノ
/
事
ノ
剣
二
六

不
等
ソ
テ
剤
に
て
被
示
之
様
/
覚
悟
す
る
か
憶
に
も
不
党
也
(
随
心
院
蔵

巻
第
四
・
守
党
閥
)

今
後
の
実
証
に
委
ね
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
守
党
は
、
「
野
決
妙
」
に
自
ら
、

手
を
加
え
た
節
が
あ
る
。
自
ら
、
添
削
、
増
刊
を
行
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
改
稿
の
際
に
、
「
文
倍
甚
以
見
苦
」
は
解
消
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
改
稿
後
も
、
か
か
る
表
記
体
が
残
っ
た
と
証
明
さ

れ
れ
ば
、
守
覚
が
意
図
し
た
表
記
体
で
あ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

と
な
る
。

注
9
　
土
井
光
祐
「
明
恵
関
係
間
書
類
に
お
け
る
「
口
語
」
と
「
文
語
」
　
の
混

在
と
機
能
」
(
r
文
学
」
第
八
巻
第
六
号
、
平
成
十
九
年
十
一
・
十
二
月
)
。

注
1
0
　
注
9
論
文
も
、
同
様
の
見
方
を
さ
れ
る
。

注
1
1
　
金
水
敏
「
言
と
文
の
日
本
語
史
」
(
「
文
学
』
第
八
巻
第
六
号
、
平
成
十

九
年
十
一
・
十
二
月
)
　
に
お
い
て
は
、
「
音
声
言
語
」
と
「
書
記
言
語
」
と

い
う
概
念
と
範
疇
で
、
日
本
語
の
歴
史
を
捉
え
直
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

注
1
2
　
注
5
に
同
じ
。
注
5
文
献
で
は
、
平
安
時
代
も
具
体
的
な
立
脚
点
は
、

平
安
後
半
期
の
こ
と
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ

を
承
け
た
時
代
の
守
覚
の
「
野
決
紗
」
　
の
口
頭
語
的
性
格
に
つ
い
て
、
本

稿
の
理
解
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
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有
り
様
が
、
重
大
な
問
題
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
の
査
読
委
員

の
方
よ
り
、
貴
重
な
所
見
を
戴
い
た
。
本
稿
に
取
り
上
げ
た
表
記
体
は
、

守
覚
の
資
料
、
「
尊
法
私
注
」
「
秘
雑
要
集
(
守
覚
筆
)
」
等
に
も
認
め
ら
れ

る
事
象
で
、
守
覚
の
特
質
と
し
て
あ
り
、
「
野
決
砂
」
は
、
一
と
し
て
位
置

づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
ご
指
摘
で
あ
る
。
本
稿
が
、
某
か
の
賛

意
を
得
る
と
す
れ
ば
、
今
後
の
実
証
的
に
向
か
う
べ
き
方
向
で
あ
る
。
守

覚
は
、
資
料
の
現
存
状
況
に
も
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
守
覚
個
人
の

言
語
体
系
の
腑
分
け
も
無
理
で
は
な
い
と
見
通
し
て
い
る
。
本
稿
の
如
き

資
料
が
、
守
覚
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
は
、
今
後
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
所
見
で
は
、
「
中
外
抄
」
　
の
指
摘
も

得
た
こ
と
を
書
き
加
え
て
お
く
。

付
記
　
本
稿
の
引
用
資
料
に
つ
い
て
は
、
仁
和
寺
、
随
心
院
両
寺
、
花
野
憲
道
師

に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
本
稿
査
読
の
先
生
方
に
は
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
指

摘
を
戴
い
た
。
本
稿
が
、
少
し
で
も
H
本
譜
史
上
の
問
題
を
掘
り
起
こ
し
た
と

の
評
価
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
幾
度
も
に
亙
っ
て
の
精
読
の
労
を
惜
し
ま
れ
な

か
っ
た
査
読
の
先
生
方
の
ご
教
示
の
賜
物
で
あ
る
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

-
　
広
島
大
学
大
学
院
教
授
　
-

(
二
〇
〇
九
年
二
月
三
日
　
第
一
稿
受
理
)

(
二
〇
〇
九
年
六
月
一
五
日
　
最
終
稿
受
理
)
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[Abstract]

The Colloquial Material of Kitanoin Omuro Shukaku "t?^"

Priest Imperial Prince: with Special Reference to the Language

with the Mixture of Kanji and Kana in Yaketsusho "i?>^i$"

owned by Zuishin-in Temple

Matsumoto Mitsutaka

Keywords: language in the Kamakura Era, Shukaku, Yaketsusho, question and answer
style, oral language

In this paper, Yaketsusho owned by Zuishin-in Temple is discussed. It was writ-
ten by the prolific writer Shukaku Priest Imperial Prince, who took an active part
in and around Ninna-ji Temple at the beginning of the Kamakura Era, during a
time of behind-the-curtain politics by a retired emperor. Yaketsusho was written in
the form of a question-and-answer dialogue between Shukaku and Shoken "BM"
at Daigo-ji Temple. It uses a mixture of katakana, hiragana and manyogana, which
was unusual at that time. We mainly discuss the characteristics of the Japanese
language in the "questions" Shukaku asked often referring to the "answers" by
Shoken. Shukaku tried to represent the colloquial style in his "questions" by using
unique ways of writing, although the language in "questions" may be categorized,
strictly speaking, as written language.

Consequently, the colloquial language used by Shukaku in "questions" is to be
found parallel to that in other materials at that time. Thus Yaketsusho provides in-
valuable linguistic material, which provides us with the chance to reexamine the
colloquial range and linguistic differences in individual usage at the beginning of
the Kamakura Era.




